
は
じ
め
に

近
代
日
本
で
は
、「
御
猟
場
」
と
呼
ば
れ
る
皇
室
の
狩
猟
場
が
、
北
は
宮
城
か

ら
西
は
京
都
に
及
ぶ
地
域
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
数
は
、
廃
止
後
の
再
設
定

や
鴨
場
と
い
う
特
定
種
の
猟
場
も
含
め
る
と
、
合
計
で
二
二
に
及
ぶ
。
し
か
し
、

多
く
の
御
猟
場
は
、
大
正
期
に
廃
止
と
な
り
、
現
在
ま
で
存
続
し
て
い
る
の
は
、

埼
玉
鴨
場
と
新
浜
鴨
場
の
二
つ
に
す
ぎ
な
い（

１
）。

な
ぜ
御
猟
場
は
設
置
さ
れ
、
廃
止

さ
れ
て
い
っ
た
の
か
。
こ
の
点
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
戦
前
日
本
の
天
皇
・
天
皇

制
の
有
り
様
を
地
域
の
視
座
か
ら
解
明
し
て
い
く
上
で
有
用
な
作
業
に
な
る
と
考

え
る
。

御
猟
場
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
比
較
的
史
料
の
残
存
状
況
の
良
い
地
域
の
御
猟

場
を
主
な
事
例
に
、
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
が
二
〇
一
四
年
度
よ
り
は
じ
め
た
地

域
博
物
館
・
文
書
館
と
の
共
催
展
示（

２
）に

も
触
発
さ
れ
な
が
ら
進
ん
で
き
た
。
現
状

で
一
定
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
の
は
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
千
葉
県
に

設
置
さ
れ
た
習
志
野
原
御
猟
場（

３
）、同

十
五
年
に
神
奈
川
県
（
の
ち
東
京
府
に
編
入
）

に
設
置
さ
れ
た
連
光
寺
村
御
猟
場（

４
）、

同
十
六
年
に
東
京
・
千
葉
・
埼
玉
の
一
府
二

県
に
ま
た
が
っ
て
設
置
さ
れ
た
（
の
ち
、
東
京
府
区
域
は
解
除
）
江
戸
川
筋
御
猟（

５
）

場
の
三
つ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
御
猟
場
は
、
御
猟
場
の
歴
史
の
中
で
も
最
も
早
い
時
期
に
開
設
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
東
京
都
市
部
に
近
い
場
所
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

実
際
に
天
皇
や
皇
族
、
政
府
要
人
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
御
猟
場
の
同
時

代
上
の
役
割
を
検
討
す
る
上
で
重
要
な
事
例
で
あ
る
こ
と
は
、
論
を
ま
た
な
い
。

し
か
し
、
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
御
猟
場
は
右
の
三
つ
に
限
ら
ず
、
宮
城
か
ら
京

都
ま
で
の
各
所
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
明
治
三
十
年
代
に
は
、
当
時
台
湾
総
督
府

民
政
長
官
で
あ
っ
た
後
藤
新
平
か
ら
、台
湾
へ
の
設
置
を
打
診
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た（
６
）。

皇
族
や
政
府
要
人
の
利
用
が
困
難
で
あ
ろ
う
地
域
に
ま
で
御
猟
場
が
設
置
さ

れ
た
の
は
、
一
体
な
ぜ
な
の
か
。
こ
れ
ら
の
御
猟
場
は
、
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
、

ま
た
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
の
か
。
御
猟
場
の
歴
史
的
位
置
の
把

握
は
、
東
京
近
郊
以
外
の
御
猟
場
の
検
討
も
含
め
て
行
う
こ
と
で
、
は
じ
め
て
可

能
に
な
る
の
で
あ
る（

７
）。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
上
記
の
課
題
に
対
す
る
一
つ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
明

千
波
湖
御
猟
場
に
つ
い
て

　
　

―
風
致
保
存
の
た
め
の
御
猟
場
の
誕
生
―

𠮷　

岡　
　
　

拓
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治
十
六
年
に
茨
城
県
東
茨
城
郡
水
戸
地
域
に
設
置
さ
れ
、
同
二
一
年
に
廃
止
さ
れ

た
千
波
湖
御
猟
場
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
先
述
し
た
習
志
野
原
・
連
光

寺
村
・
江
戸
川
筋
の
三
つ
の
御
猟
場
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
設
置
さ
れ
た
千
波
湖
御

猟
場
は
、
そ
の
三
つ
の
御
猟
場
が
い
ず
れ
も
大
正
期
以
降
ま
で
存
続
す
る
中
、
わ

ず
か
五
年
で
廃
止
さ
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
水
戸
と
い
う
、
東
京
都
市
部
か
ら
は

離
れ
た
地
域
に
設
置
さ
れ
た
の
も
、三
つ
の
御
猟
場
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
短
期
間
で
の
廃
止
と
東
京
遠
方
へ
の
設
置
と
い
う
両
点
は
、

そ
の
後
に
設
置
さ
れ
て
い
く
御
猟
場
の
多
く
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
点

で
、
千
波
湖
御
猟
場
の
設
置
・
廃
止
の
経
緯
を
追
う
こ
と
は
、
御
猟
場
の
歴
史
研

究
を
行
っ
て
い
く
上
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
る
。

以
下
、
本
論
で
は
、
ま
ず
千
波
湖
御
猟
場
の
設
置
を
考
え
る
た
め
の
前
提
と
し

て
、
天
皇
の
遊
猟
場
の
設
置
主
体
が
内
務
省
か
ら
宮
内
省
へ
と
移
り
、
そ
の
結
果

と
し
て
、
遊
猟
場
が
「
御
遊
猟
場
」
か
ら
「
御
猟
場
」
へ
と
再
編
さ
れ
て
い
く
の

を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、
千
波
湖
御
猟
場
の
設
置
・
廃
止
の
経
緯
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
で
、
千
波
湖
御
猟
場
が
、
地
域
か
ら
の
風
致
保
存
の
要
請
へ
の
対
応

と
い
う
、
御
猟
場
本
来
の
あ
り
方
と
は
異
な
る
目
的
で
設
置
さ
れ
、
や
が
て
、
宮

内
省
の
側
で
も
そ
れ
を
目
的
と
し
た
御
猟
場
設
置
の
意
義
が
共
有
さ
れ
て
い
く
様

子
を
、
あ
き
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、千
波
湖
の
呼
称
は
多
様
で
、文
書
上
で
は
「
仙
波
湖
」「
千
波
沼
」「
千
湖
」

な
ど
と
も
表
記
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
引
用
史
料
以
外
は
す
べ
て
「
千
波
湖
」
で

統
一
す
る
。一

、「
御
遊
猟
場
」
か
ら
「
御
猟
場
」
へ

ま
ず
は
、
主
と
し
て
関
東
地
域
に
い
く
つ
か
の
「
御
遊
猟
場
」
が
誕
生
し
、
そ

れ
ら
「
御
遊
猟
場
」
が
宮
内
省
に
よ
り
「
御
猟
場
」
と
し
て
再
編
さ
れ
て
い
く
経

緯
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
。

明
治
十
一
年
六
月
二
八
日
、
内
務
卿
伊
藤
博
文
よ
り
埼
玉
県
・
千
葉
県
・
神
奈

川
県・群
馬
県
に
宛
て
て
、「
御
遊
猟
場
」の
候
補
地
選
定
の
依
頼
が
な
さ
れ
た（

８
）。【

表

一
】
は
、
こ
の
時
の
依
頼
に
対
す
る
各
府
県
か
ら
内
務
省
に
提
出
さ
れ
た
候
補
地

を
ま
と
め
た
も
の
、【
表
二
】
は
、
内
務
省
に
よ
る
選
定
を
受
け
て
、
明
治
十
五

年
五
月
ま
で
に
決
定
さ
れ
た
「
御
遊
猟
場
」
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
表
を

見
比
べ
て
み
る
と
、
府
県
が
候
補
地
と
し
て
あ
げ
て
き
た
場
所
と
、
内
務
省
が
候

補
地
と
し
て
選
定
し
た
場
所
と
が
、
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

「
御
遊
猟
場
」
設
置
は
、
地
方
や
宮
内
省
か
ら
の
要
請
で
は
な
く
、
内
務
省
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
下
で
進
め
ら
れ
た
、
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
既
に
述
べ
て
い
る
通
り
、
こ
の
「
御
遊
猟
場
」
と
は
、「
御
猟
場
」

と
同
義
の
も
の
で
は
な
い
。
両
者
の
違
い
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

十
四
年
四
月
、
千
葉
県
内
に
存
在
し
た
陸
軍
の
演
習
場
（
習
志
野
原
）
を
利
用

し
、他
地
域
に
先
駆
け
て
「
聖
上
御
遊
猟
場
」
が
設
置
さ
れ
た（

９
）。

そ
の
後
、こ
の
「
聖

上
御
遊
猟
場
」
の
中
に
「
鳥
獣
畜
養
地
」
を
設
置
す
る
こ
と
が
議
論
さ
れ
る
。
そ

の
関
連
文
書
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る（

（1
（

。

　
　
　

陸
軍
卿
ヘ
御
照
会
案

　

�

千
葉
県
下
御
遊
猟
場
内
鳥
獣
畜
養
地
即
チ　
　
　

聖
上
御
猟
場
之
義
ハ
、
当
分
貴
省
御
所

轄
習
志
野
原
之
内
ニ
テ
被
相
設
度
候
間
、
御
差
支
も
無
之
候
ハ
ヽ
追
テ
場
所

并
町
歩
等
取
調
可
申
入
候
条
、
兼
而
其
筋
へ
も
御
達
置
有
之
度
、
此
段
及
御

照
会
候
也

　
　

明
治
十
四
年
七
月
廿
八
日�

宮
内
卿

　
　
　

陸
軍
卿
宛

割
注
、
な
ら
び
に
そ
の
前
後
の
記
述
に
注
目
し
た
い
。「
即
チ
聖
上
御
猟
場
」
と
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い
う
言
葉
が
か
か
る
の
は
、「
千
葉
県

下
御
遊
猟
場
」
で
は
な
く
、
そ
の
内

部
に
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
る
「
鳥

獣
畜
養
地
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ

の
文
書
で
は
、狩
猟
の
場
で
あ
る
「
御

遊
猟
場
」
と
、畜
養
の
た
め
の
場
（
天

皇
な
ど
の
限
ら
れ
た
人
々
だ
け
が
狩

猟
が
許
さ
れ
る
場
）
で
あ
る
「
御
猟

場
」
と
が
、
厳
密
に
区
別
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
「
習
志
野

原
中
統
テ
右
畜
養
地
」
と
決
定
さ

れ（
（1
（

、
十
六
年
三
月
に
「
千
葉
県
下
御

遊
猟
場
規
則
」
が
改
正
さ
れ
た
際
に

は
、
別
途
「
習
志
野
原
御
猟
場
外
国

人
臨
時
特
許
規
則
」
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

（1
（

。

【
表
二
】
で
確
認
し
た
、神
奈
川
県
南
多
摩
郡
一
体
に
設
置
さ
れ
た
「
御
遊
猟
場
」

（
実
際
に
は
都
築
郡
黒
川
村
も
含
む
）
に
つ
い
て
も
、
宮
内
省
は
同
様
の
対
応
を

取
っ
た
。
各
府
県
の
「
御
遊
猟
場
」
選
定
が
正
式
に
発
表
さ
れ
る
直
前
の
五
月
初

旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
宮
内
省
は
神
奈
川
県
と
協
議
を
行
い
、「
御
遊
猟
場
」

の
う
ち
連
光
寺
村
ほ
か
九
か
村
の
区
域
を
銃
猟
禁
止
に
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
さ

ら
に
八
月
に
な
る
と
、
こ
の
区
域
内
で
の
狩
猟
自
体
を
禁
止
し
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
狩

猟
禁
止
と
な
っ
た
区
域
が
、後
述
す
る
よ
う
に
、翌
十
六
年
に
「
連
光
寺
村
御
猟
場
」

と
命
名
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
宮
内
省
は
、
内
務
省
が
設
定
し
た
「
御
遊
猟
場
」
の
一
部
を

禁
猟
区
域
と
し
、
そ
の
区
域
を
「
御
猟
場
」
と
呼
ん
で
、「
御
遊
猟
場
」
と
は
区

【表一】明治 11 年内務省照会に対して各府県から回答された遊猟場候補地一覧

『自明治十二年至同十五年　猟場録　主猟寮』より筆者作成

府県 場所 面積

東京府

南葛飾郡亀戸村ほか 7か村の内 217 町 7 反 14 歩
荏原郡池上村の内  千束池 93 町 8 反 6 畝 28 歩
荏原郡池上村の内 63 町 7 反 3 畝 17 歩
東多摩郡中野村の内  字桃園 18 町 5 反 8 畝 16 歩
北豊島郡上石神井村の内 44 町 7 反 7 畝 12 歩
東多摩郡下井草村の内 38 町 3 畝 15 歩

神奈川県

武蔵国多摩郡百草村ほか 16 か村 1759 町 5 反 6 畝 28 歩
武蔵国多摩郡元八王子村ほか 4か村 1852 町 9 反 8 畝 26 歩
武蔵国多摩郡御嶽山ほか 3か村 1452 町 6 反 2 畝 19 歩
相模国高座郡相模原上鶴間村ほか 8か村 1748 町 5 反 6 畝 23 歩
武蔵国久良岐郡金澤冨岡村ほか 9か村 1757 町 4 反 5 畝 23 歩

埼玉県

武蔵国葛飾郡彦倉村ほか 79 か村 4008 町 2 反 3 畝 23 歩
武蔵国埼玉郡八條村ほか 27 か村 2311 町 5 反 7 畝 23 歩
武蔵国足立郡美女木村ほか 2宿 15 か村 2225 町 3 反 1 畝 10 歩
武蔵国足立郡川口町ほか 1宿 7か村 1438 町 3 反 2 畝 26 歩

千葉県 下総国葛飾郡国府台ほか 45 か村 東西およそ 2里南北およそ 2里あまり

群馬県 上野国邑楽郡城沼 周囲およそ 2里

『自明治十二年至同十五年　猟場録　主猟寮』より筆者作成

所在地 東西 南北

群馬県利根郡 12 里 18 町 8 里 27 町
埼玉県秩父郡 11 里半 6里半
栃木県上都賀郡 8里半 13 里半
神奈川県南多摩郡 6里 4町 3里 12 町
神奈川県足柄下郡 6里 12 町 4 里
静岡県天城山官林内 4里 20 里

【表二】明治 15 年 5 月までに決定された「御遊猟場」
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別
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
宮
内
省
側
の
こ
の
対
応
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
、
皇
室

の
狩
猟
場
に
対
す
る
内
務
省
と
の
見
解
の
相
違
で
あ
る
。

内
務
省
は
、「
御
遊
猟
場
」
の
運
営
に
つ
い
て
、
人
民
の
生
活
を
考
慮
し
、「
先

ツ
当
分
ノ
内
ハ
御
遊
猟
場
ハ
名
ノ
ミ
ニ
シ
テ
何
等
禁
令
ヲ
設
ケ
ス
、
行
幸
ノ
節
ハ

御
発
輦
前
何
日
間
人
民
ノ
銃
猟
ヲ
禁
ス
ル
旨
其
時
々
県
庁
へ
相
達（

（1
（

」
と
い
う
穏
当

な
方
法
を
取
る
こ
と
を
宮
内
省
に
提
案
し
て
い
た
。

一
方
、
宮
内
省
は
、
文
書
上
で
は
内
務
省
の
方
針
に
同
意
し
て
い
た
も
の
の（

（1
（

、

天
皇
の
現
地
へ
の
行
幸
を
想
定
し
、
畜
養
＝
禁
猟
区
の
設
定
に
固
執
し
て
い
た
。

連
光
寺
ほ
か
九
か
村
を
禁
猟
区
と
し
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
明
治
天
皇
自
身
の
意

志
を
尊
重
し
た
結
果
で
あ
っ
た
し（

（1
（

、
十
六
年
五
月
初
旬
に
宮
内
省
の
要
請
で
東
京

府
・
千
葉
県
・
埼
玉
県
に
ま
た
が
る
地
域
に
設
置
さ
れ
た
「
聖
上
御
遊
猟
場
」（
の

ち
の
江
戸
川
筋
御
猟
場（

（1
（

）
が
、
設
置
当
初
は
行
幸
の
際
の
み
狩
猟
禁
止
と
定
め
て

い
た
と
こ
ろ
、
同
月
下
旬
ま
で
に
銃
猟
が
常
時
禁
止
と
な
り
、
さ
ら
に
八
月
に
は

鳥
猟
全
般
の
禁
止
に
至
っ
た
の
も
、
天
皇
が
行
幸
し
た
際
の
不
猟
を
、
宮
内
省
が

懸
念
し
た
た
め
で
あ
っ
た（

（1
（

。

右
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
、
十
六
年
七
月
、
各
地
の
「
御
遊
猟
場
」
の
中
で
禁

猟
区
と
な
っ
た
三
つ
の
区
域
、
そ
し
て
次
章
で
検
討
す
る
茨
城
県
東
茨
城
郡
の
千

波
湖
周
辺
地
域
が
、
そ
れ
ぞ
れ
習
志
野
原
御
猟
場
、
連
光
寺
村
御
猟
場
、
江
戸
川

筋
御
猟
場
、
千
波
湖
御
猟
場
と
命
名
さ
れ
る
。
そ
の
起
案
文
書
の
末
尾
に
は
、「
群

馬
県
下
外
四
県
ヘ
跨
ル
御
猟
場
ノ
義
ハ
当
分
名
称
ヲ
不
附
」
と
朱
書
さ
れ
て
い

た（
（1
（

。「
跨
ル
」
と
あ
る
の
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
宮
内
省
か
ら
内
務
省
へ

「
曽
テ
御
省
ニ
於
テ
御
調
製
相
成
候
静
岡
県
下
ヨ
リ
東
方
之
諸
県
及
東
京
府
下
等

ニ
於
テ
御
遊
猟
場
御
取
調
相
成
候
絵
図
面
」
の
提
供
を
求
め
る
同
月
付
の
文
書
が

存
在
す
る
の
で（

（2
（

、「
跨
ル
」
は
誤
記
な
い
し
誤
解
で
、「
群
馬
県
下
外
四
県
ヘ
跨
ル

御
猟
場
」
と
は
群
馬
県
ほ
か
四
県
に
設
置
さ
れ
た
「
御
遊
猟
場
」（
先
掲
の
【
表
二
】

で
示
し
た
も
の
）
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。「
当
分
名
称
ヲ
不
附
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
宮
内
省
は
、
こ
の
段
階
で
は
す
べ
て
の
「
御
遊
猟
場
」

を
漸
次「
御
猟
場
」に
切
り
替
え
て
い
く
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、

栃
木
県
上
都
賀
郡
に
設
置
さ
れ
た
「
御
遊
猟
場
」
は
、
十
七
年
二
月
に
鳥
獣
猟
禁

止
と
な
り
、
七
月
に
区
域
を
拡
張
し
た
上
で
、
八
月
に
「
日
光
御
猟
場
」
と
命
名

さ
れ
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

庶
務
課
に
設
置
さ
れ
て
い
た「
御
遊
猟
場
御
用
掛
」は
、十
六
年
九
月
ま
で
に「
御

猟
場
御
用
掛
」
と
な
り（

（2
（

、さ
ら
に
十
七
年
一
月
に
は
「
御
猟
場
掛
」
へ
と
改
組
さ
れ
、

庶
務
規
程
が
制
定
さ
れ
た（

（2
（

。
そ
し
て
、
十
七
年
八
月
、
宮
内
省
か
ら
内
務
省
に
次

の
通
達
が
な
さ
れ
る（

（2
（

。

　

�

各
地
方
御
遊
猟
場
之
儀
、
本
年
一
月
中
、
当
省
内
ニ
御
猟
場
掛
ヲ
設
置
以
来

ハ
遊
ノ
字
ヲ
不
用
シ
テ
某
御
猟
場
ト
ノ
ミ
政
府
ヘ
モ
上
申
、
且
御
省
ヘ
モ
及

御
文
通
候
所
、
御
省
ニ
於
テ
ハ
尓
今
御
遊
猟
場
ト
其
地
方
庁
ヘ
御
達
、
又
ハ

当
省
ヘ
御
文
通
モ
有
之
候
得
共
、
右
遊
ノ
字
、
爾
来
不
相
用
候
様
御
承
知
相

成
度
、
此
段
及
御
照
会
候
也

　
　
　

明
治
十
七
年
八
月
廿
一
日�

宮
内
少
書
記
官　

高
辻
修
長

　
　

内
務
書
記
官
御
中

宮
内
省
は
、御
猟
場
掛
の
改
組
を
根
拠
に
、今
後
は
「
御
遊
猟
場
」
で
は
な
く
「
御

猟
場
」
と
記
載
す
る
よ
う
内
務
省
に
求
め
た
。
た
だ
、【
表
二
】
の
「
御
遊
猟
場
」

す
べ
て
が
御
猟
場
に
変
更
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と（

（2
（

、
こ
れ
は

単
な
る
呼
称
の
変
更
で
は
な
く
、
事
実
上
の
「
御
遊
猟
場
」
廃
止
の
通
達
で
あ
り
、

皇
室
の
狩
猟
場
の
設
置
・
廃
止
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
、
こ
の
段
階
で
内
務
省
か

ら
宮
内
省
へ
完
全
に
移
動
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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二
．
千
波
湖
御
猟
場
の
設
置

前
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
千
波
湖
御
猟
場
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
宮
内
省
が

「
御
遊
猟
場
」
の
中
に
禁
猟
区
で
あ
る
「
御
猟
場
」
を
設
定
し
、
か
つ
そ
れ
ら
に

個
別
の
名
称
を
定
め
よ
う
と
し
て
い
た
時
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
千
波

湖
御
猟
場
は
、
名
称
決
定
以
前
に
「
御
遊
猟
場
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
も

な
け
れ
ば
、
江
戸
川
筋
御
猟
場
の
よ
う
に
、
宮
内
省
の
要
請
に
よ
っ
て
新
た
に
設

置
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
。
以
下
に
、
そ
の
設
置
経
緯
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

し
よ
う
。

千
波
湖
へ
の
「
御
遊
猟
地
」
設
置
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治

十
六
年
に
茨
城
県
令
で
あ
っ
た
人
見
寧
か
ら
香
川
敬
三
へ
送
ら
れ
た
、
一
通
の
書

簡
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た（

（2
（

。

　

�

拝
啓　

春
寒
料
峭
御
起
居
益
御
清
穆
奉
賀
候
、
過
般
ハ
花
瓶
彫
刻
料
之
義
ニ

付
、
及
御
内
議
候
処
、
速
ニ
許
可
相
成
、
重
畳
御
手
数
ヲ
煩
シ
鳴
謝
之
至
ニ

不
堪
候
、
扨
曽
而
御
承
知
ニ
モ
有
之
候
半
、
当
県
下
仙
波
湖
之
義
、
往
時
ハ

魚
鳥
猟
相
禁
シ
置
候
趣
之
処
、
置
県
以
来
其
禁
ヲ
解
キ
タ
ル
ヨ
リ
、
僅
々
タ

ル
納
税
ヲ
以
テ
漁
猟
受
負
、
許
可
ヲ
得
タ
ル
者
ハ
四
時
ノ
別
ナ
ク
自
由
ニ
両

業
ニ
従
事
候
ヨ
リ
、
輓
近
ニ
至
テ
ハ
栖
鳥
年
々
相
減
シ
、
為
ニ
雑
草
益
繁
茂
、

従
テ
水
量
大
ニ
相
減
シ
、
漸
ク
湮
埋
ニ
就
ク
ノ
患
相
見
申
候
、
抑
モ
仙
湖
ノ

儀
ハ
偕
楽
公
園
ニ
於
ケ
ル
風
致
必
須
之
佳
境
ニ
之
レ
ア
リ
、
右
様
水
量
并
ニ

栖
鳥
ヲ
減
シ
候
テ
ハ
美
景
ヲ
失
ヒ
甚
タ
可
惜
、
且
灌
漑
水
利
ヲ
失
ス
ル
ノ
懼

レ
モ
有
之
、
旁
以
テ
自
今
両
業
ト
モ
断
然
禁
止
、
千
葉
県
等
ノ
例
ニ
拠
リ　

朝
廷
御
遊
猟
地
ニ
被
相
定
度
、
左
候
ハ
ヽ
魚
鳥
モ
蕃
息
、
従
前
之
風
致
モ
保

存
可
致
ト
存
候
、
高
案
如
何
敢
テ
御
異
議
モ
無
之
候
ハ
ヽ
、
宜
ク
御
取
計
相

成
度
、
宮
内
卿
迄
意
見
上
申
候
方
可
然
ト
ノ
御
見
込
ニ
モ
候
ハ
ヽ
、
更
ニ
具

申
可
致
、
其
辺
之
処
モ
一
応
御
内
示
ヲ
煩
シ
度
、
此
段
匆
々
不
一

　
　

十
六
年
二
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
見
茨
城
県
令　
　

　
　
　

香
川
宮
内
少
輔
殿

千
波
湖
は
、
旧
幕
時
代
は
魚
鳥
の
猟
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
廃
藩
置
県
後
に
僅

か
な
納
付
金
で
猟
が
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
徐
々
に
鳥
数
が
減
少
し
、

そ
の
た
め
に
湖
面
に
は
雑
草
が
生
い
茂
り
、
水
量
も
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
、
偕
楽
園
の
風
致
を
損
い
、
ま
た
、
周
辺
住
民
の
農
業
に
も
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
た
め
、
今
後
は
千
葉
県
な
ど
の
例
に
な
ら
っ
て
「
朝
廷
御
遊

猟
地
」
に
定
め
て
も
ら
う
こ
と
で
猟
を
禁
止
と
し
、
再
び
魚
鳥
を
繁
殖
さ
せ
た
い
。

人
見
は
、か
か
る
理
由
か
ら
香
川
へ
千
波
湖
の「
御
遊
猟
地
」設
定
を
訴
え
た
。「
御

遊
猟
場
」
に
せ
よ
「
御
猟
場
」
に
せ
よ
、
そ
の
設
置
の
第
一
義
的
な
目
的
は
、
狩

猟
で
あ
る
（
御
猟
場
が
禁
猟
と
さ
れ
た
の
も
、
天
皇
の
狩
猟
の
た
め
で
あ
っ
た
）。

し
か
し
、
こ
の
書
簡
の
中
で
人
見
が
述
べ
る
「
朝
廷
御
遊
猟
地
」
設
定
の
目
的
は
、

「
偕
楽
公
園
ニ
於
ケ
ル
風
致
必
須
之
佳
境
」
で
あ
る
千
波
湖
の
保
存
の
た
め
で
あ
っ

た
。
地
方
長
官
は
、
明
治
十
六
年
の
時
点
で
は
狩
猟
・
漁
業
の
禁
止
区
域
を
設
定

で
き
る
立
場
に
な
い（

（2
（

。
人
見
は
、
千
波
湖
を
禁
猟
区
と
す
る
こ
と
で
魚
鳥
が
繁
殖

し
、そ
れ
に
よ
り
千
波
湖
の
美
観
を
回
復
さ
せ
ら
れ
る
と
考
え
、「
朝
廷
御
遊
猟
地
」

へ
の
編
入
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。

人
見
が
香
川
に
相
談
し
た
の
は
、
香
川
が
宮
内
少
輔
と
い
う
地
位
に
あ
る
こ
と

に
加
え
、
水
戸
藩
出
身
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
果
た
し
て
、
香
川
は
人
見
の

構
想
に
「
至
極
御
尤
之
義
」
と
賛
意
を
示
し
、
千
波
湖
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
村
を

記
し
た
図
面
を
沿
え
て
宮
内
卿
宛
に
上
申
す
る
こ
と
、
千
波
湖
の
隣
接
地
域
で
鳥

類
が
棲
息
す
る
場
所
が
あ
れ
ば
遊
猟
場
区
域
内
に
加
え
た
方
が
良
い
こ
と
な
ど
を

助
言
し
た（

（2
（

。
人
見
は
、
要
請
の
実
現
に
向
け
て
、
香
川
と
い
う
強
力
な
後
ろ
盾
を
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得
た
の
で
あ
る
。

香
川
の
助
言
を
踏
ま
え
、
人
見
は
四
月
十
二
日
付
で
上
申
書
を
宮
内
大
臣
徳
大

寺
実
則
に
提
出
し
た（

（2
（

。

　

�
凡
ソ
園
池
ノ
勝
ト
ス
ル
所
、
山
水
ノ
明
媚
ヲ
要
ス
ル
ハ
論
ヲ
待
タ
ス
、
躍
魚

栖
鳥
モ
亦
其
明
媚
ヲ
助
ク
ル
ノ
景
致
ト
ス
、
是
以
テ
霊
台
ノ
篇
於
牣
魚
躍
白

鳥
鶴
々
等
ノ
語
ア
リ
、
則
チ
啻
ニ
当
時
景
勝
ノ
致
見
ツ
ヘ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、

聖
沢
ノ
浹
洽
併
セ
徴
ス
ヘ
シ
、
然
則
景
勝
ノ
微
観
ト
雖
ト
モ
時
ア
リ
テ
ハ
施

治
ノ
得
失
ニ
関
セ
ス
ト
云
フ
ヘ
カ
ラ
ス
、
則
チ
之
ヲ
度
外
ニ
措
ク
ヘ
ケ
ン
、

当
県
下
常
陸
国
東
茨
城
郡
仙
波
湖
之
儀
ハ
、
水
戸
城
ノ
南
ヲ
周
リ
、
偕
楽
園

ノ
東
ニ
控
ヘ
、
尤
モ
攬
勝
ノ
一
区
ナ
リ
、
是
以
テ
古
来
魚
鳥
猟
相
禁
シ
置
候

趣
ノ
処
、
置
県
以
来
他
一
般
池
沼
ニ
準
シ
其
禁
ヲ
解
キ
シ
ヨ
リ
、
僅
僅
タ
ル

納
税
之
カ
許
可
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ハ
其
時
期
ニ
拘
ハ
ラ
ス
自
由
ニ
両
業
ニ
従
事

候
ヨ
リ
、
近
年
ニ
至
テ
ハ
魚
鳥
年
々
相
減
シ
、
今
ハ
只
濯
々
鶴
々
ノ
壮
観
ヲ

失
候
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
為
ニ
雑
草
湖
面
ヲ
掩
ヒ
、
水
量
大
ニ
相
減
シ
、
漸
ク
湮

埋
ニ
就
ク
ノ
患
有
之
候
、
右
仙
湖
ハ
偕
楽
公
園
ニ
対
シ
風
致
必
須
ノ
佳
境
ナ

ル
ニ
モ
拘
ハ
ラ
ス
、
今
ハ
前
述
ノ
如
ク
其
壮
観
ヲ
失
ヒ
、
且
併
セ
テ
灌
漑
水

利
ヲ
失
ス
ル
ノ
懼
レ
モ
有
之
、
因
テ
其
保
全
ノ
方
ヲ
講
ス
ル
ニ
、
千
葉
県
等

ノ
例
ニ
拠
リ
朝
廷
御
遊
猟
地
ニ
被
相
定
候
ハ
ヽ
、
只
古
蹟
ヲ
シ
テ
永
ク
保
存

セ
シ
ム
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
従
テ
灌
漑
水
利
ノ
便
、
公
園
覧
眺
ノ
勝
ヲ
モ
保
全

候
儀
ト
被
存
候
、
果
シ
テ
右
様
御
定
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
、
啻
ニ
山
水
ノ
明
媚
ヲ

増
シ
候
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
聖
徳
ノ
化
、
魚
鳥
ニ
孚
及
シ
、
於
牣
魚
躍
ノ
状
、
鶴
々

ノ
色
モ
亦
大
ニ
観
ツ
ヘ
キ
ア
ラ
ン
ト
ス
、
右
等
ノ
処
、
宜
ク
御
亮
察
、
至
急

御
決
定
相
成
度
、
略
図
相
添
、
且
御
参
考
ノ
便
ニ
供
セ
ン
為
メ
図
上
朱
点
ヲ

以
テ
之
ヲ
画
シ
、
此
段
内
申
候
也

　
　

明
治
十
六
年
四
月
十
二
日　
　
　
　
　
　

茨
城
県
令　

人
見
寧
［
印
］

　
　
　

宮
内
卿
徳
大
寺
実
則
殿

上
申
書
の
中
盤
「
是
以
テ
古
来
魚
鳥
猟
相
禁
シ
置
候
趣
ノ
処
…
且
併
セ
テ
灌
漑
水

利
ヲ
失
ス
ル
ノ
懼
レ
モ
有
之
」
の
箇
所
は
、
先
に
引
用
し
た
香
川
宛
書
簡
の
中
の

記
述
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
転
載
し
て
お
り
、
そ
の
前
後
の
箇
所
が
、
新
た
に
書

か
れ
た
内
容
で
あ
る
。
転
載
前
の
箇
所
で
は
、「
偕
楽
園
」
の
名
称
の
由
来
と
な
っ

た
こ
と
で
知
ら
れ
る（

（3
（

『
孟
子
』
の
梁
恵
王
章
句
の
一
節
を
引
き
な
が
ら
、
景
勝
地

の
維
持
保
存
と
政
治
の
関
係
性
が
語
ら
れ
、
後
の
箇
所
で
は
、
や
は
り
梁
恵
王
章

句
を
意
識
し
な
が
ら
、
千
波
湖
を
「
朝
廷
御
遊
猟
地
」
と
す
れ
ば
聖
徳
が
自
然
に

ま
で
及
ん
で
い
く
、
と
し
た
。
故
事
の
中
か
ら
王
政
と
自
然
と
の
関
係
を
示
す
こ

と
で
、
風
致
保
存
の
た
め
に
「
朝
廷
御
遊
猟
地
」
へ
編
入
す
る
こ
と
の
意
義
を
強

調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
末
尾
に
書
か
れ
た
「
略
図
」
に
つ
い
て
は
、
後

に
改
め
て
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

五
月
二
一
日
に
宮
内
省
か
ら
太
政
官
へ
御
猟
場
選
定
の
上
申
が
な
さ
れ
、
六
月

十
二
日
に
千
波
湖
周
辺
へ
の
御
猟
場
設
置
が
許
可
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
太
政
官
第

二
局
が
作
成
し
た
指
令
案
の
カ
ガ
ミ
に
は
、「
御
猟
場
ノ
義
ハ
内
務
省
へ
も
協
議

相
済
、
殊
ニ
地
方
庁
ニ
於
テ
モ
支
障
無
之
趣
主
任
官
ゟ
申
出
候
ニ
付
」
と
記
さ
れ

て
い
る（

（3
（

。
実
際
の
経
緯
と
異
な
り
、
形
式
上
は
あ
く
ま
で
も
宮
内
省
側
の
要
請
で

御
猟
場
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

六
月
の
許
可
を
経
て
、
先
述
の
通
り
、
七
月
に
千
波
湖
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域

が
「
仙
波
湖
御
猟
場
」
と
命
名
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
後
、
千
波
湖
御
猟
場
の
運

営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
宮
内
省
と
内
務
省
と
の
間
で
漁
業
の
禁
止
を
め
ぐ
っ
て

議
論
が
あ
り
、
内
務
省
か
ら
茨
城
県
へ
千
波
湖
御
猟
場
の
設
置
が
通
達
さ
れ
る
の

は
、
翌
十
六
年
十
二
月
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
次
に
、
こ
の
点
に
つ
い

て
確
認
し
て
い
こ
う（

（3
（

。

御
猟
場
設
置
に
あ
た
っ
て
、
千
波
湖
で
の
狩
猟
・
漁
を
禁
止
に
し
た
い
と
の
要

千波湖御猟場について―風致保存のための御猟場の誕生―
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求
が
宮
内
省
か
ら
内
務
省
へ
照
会
さ
れ
た
の
は
、
六
月
二
二
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

内
務
省
は
、
七
月
七
日
付
の
文
書
で
「
魚
猟
禁
止
之
義
ハ
御
猟
場
区
域
内
一
般
ヘ

ハ
実
際
施
行
難
致
場
合
モ
可
有
之
」
と
返
答
、
そ
れ
を
受
け
て
宮
内
省
は
同
十
三

日
付
の
文
書
で
「
魚
漁
之
義
ハ
千
波
湖
ニ
限
リ
禁
止
候
様
致
度
」
と
返
答
し
、
漁

の
禁
止
区
域
を
千
波
湖
に
限
定
す
る
形
で
対
応
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
内
務

省
側
が
危
惧
し
て
い
た
の
は
千
波
湖
で
の
漁
禁
止
の
こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
、
十
月

四
日
付
の
宮
内
省
宛
文
書
で
は
「
従
来
該
湖
内
魚
猟
ヲ
以
テ
生
業
ト
ス
ル
人
民
モ

有
之
、
実
際
施
行
ハ
困
難
之
場
合
モ
可
有
之
」
と
述
べ
、
改
め
て
漁
禁
止
に
つ
い

て
疑
問
を
呈
し
た
。
内
務
省
の
主
張
は
、
前
章
で
見
た
「
御
遊
猟
場
」
運
営
に
つ

い
て
の
同
省
の
方
針
と
一
致
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
宮
内
省
は
、
以
下
の
文
書
を
内
務
省
に
送
付
し（

（3
（

、
千
波
湖
を
漁
禁

止
に
す
る
必
要
を
改
め
て
強
調
し
た
。

　

�（
前
略
）
右
魚
猟
禁
止
之
儀
ハ
、
実
際
施
行
困
難
之
場
合
モ
可
有
之
旨
ヲ
以

云
々
御
協
議
之
趣
致
承
知
候
、
然
ル
ニ
仙
波
湖
之
義
ハ
、
該
県
下
名
勝
ノ
一

区
ニ
シ
テ
、
古
来
魚
鳥
猟
禁
制
之
場
所
ニ
有
之
候
処
、
置
県
以
来
其
禁
ヲ
解

キ
タ
ル
カ
為
メ
、
現
今
之
景
況
ニ
テ
ハ
年
々
魚
鳥
相
減
シ
、
夫
カ
為
メ
偕
楽

公
園
ノ
壮
観
ヲ
失
ヒ
、
加
フ
ル
ニ
灌
漑
水
利
ヲ
失
ス
ル
趣
ヲ
以
、
先
般
別
紙

之
通
（
別
紙
欠
・
筆
者
注
）
該
県
令
ゟ
内
申
之
次
第
モ
有
之
、
且
右
湖
中
魚

猟
ヲ
禁
セ
サ
レ
ハ
竟
ニ
鳥
類
繁
殖
ノ
妨
害
ニ
モ
相
成
、
旁
以
顕
前
之
通
魚
鳥

猟
禁
止
致
度
、
此
段
御
答
旁
申
入
候
也

こ
こ
に
見
ら
れ
る
通
り
、
宮
内
省
側
が
漁
禁
止
の
理
由
と
し
て
第
一
に
強
調
し
た

の
は
、
先
述
の
人
見
寧
の
主
張
と
同
様
、
偕
楽
園
の
風
致
の
問
題
で
あ
っ
た
。
既

に
運
営
さ
れ
て
い
る
三
つ
の
御
猟
場
と
比
較
し
た
場
合
、
区
域
を
禁
猟
に
す
る
点

で
は
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
天
皇
の
将
来
的
な
行
幸
を
想
定
し
た
上
で
の
対
応

で
は
な
い
と
い
う
点
で
、
目
的
は
全
く
異
な
る
。
宮
内
省
は
、
風
致
保
存
と
い
う

人
見
寧
の
要
請
を
そ
の
ま
ま
受
け

入
れ
、
内
務
省
に
漁
の
禁
止
を
求

め
た
の
で
あ
る
。

最
終
的
に
内
務
省
は
、
宮
内
省

側
の
主
張
を
受
け
入
れ
、
同
十
二

月
六
日
、
茨
城
県
へ
千
波
湖
御
猟

場
の
設
置
と
区
域
内
の
鳥
猟
禁

止
・
千
波
湖
内
で
の
漁
の
禁
止
を

通
達
し
た
。
茨
城
県
は
、
翌
十
七

年
二
月
、
こ
れ
を
管
内
に
布
達
す

る（
（3
（

。
千
波
湖
御
猟
場
は
、
設
置
決

定
か
ら
半
年
あ
ま
り
を
経
て
よ
う

や
く
正
式
に
運
営
を
開
始
し
た
の

で
あ
る
。

こ
こ
で
、千
波
湖
御
猟
場
と
他
の
御
猟
場
の
予
算
を
比
較
し
た
い
。【
表
三
】
は
、

明
治
十
七
年
、
十
八
年
、
二
一
年
度
の
各
御
猟
場
予
算
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。

御
猟
場
に
よ
っ
て
予
算
の
差
が
か
な
り
大
き
く
、
そ
の
中
で
も
千
波
湖
御
猟
場
の

少
な
さ
が
際
立
つ
。
二
一
年
度
予
算
に
至
っ
て
は
、
各
御
猟
場
が
十
八
年
度
に
比

べ
二
倍
前
後
の
増
額
が
な
さ
れ
る
中
（
二
一
年
か
ら
御
猟
場
区
域
内
の
住
民
へ
手

当
金
の
下
賜
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
）、
千
波
湖
御
猟
場
だ
け
が
一
二
〇
円
の

ま
ま
で
あ
る
。

な
ぜ
千
波
湖
御
猟
場
は
、
か
く
ま
で
低
予
算
の
中
で
運
営
で
き
た
の
か
。
十
七

年
六
月
十
八
日
に
作
成
さ
れ
た
宮
内
省
内
蔵
寮
へ
の
達
案
の
カ
ガ
ミ
に
、
そ
の
理

由
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

　

�

千
波
湖
御
猟
場
之
儀
、客
年
六
月
中
御
治
定
之
節
、鳥
猟
禁
止
相
成
候
得
共
、

『自明治十五年至同廿一年　会計予算決算録　主猟寮』
（識別番号 21213）より筆者作成
※19 年度、20 年度は御猟場別の予算についての記載なし

【表三】各御猟場予算比較

御猟場名 17 年度 18 年度 21 年度

習志野原御猟場 944 円 888 円 2135 円
連光寺村御猟場 820 円 465 円 929 円
江戸川筋御猟場 1720 円 1315 円 2753 円
日光御猟場 1000 円 750 円 1390 円
千波湖御猟場 100 円 120 円 120 円

千波湖御猟場について―風致保存のための御猟場の誕生―
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夫
レ
カ
為
メ
本
省
ヨ
リ
別
段
監
守
人
等
ヲ
不
差
置
シ
テ
、
茨
城
県
巡
査
ニ
取

締
為
致
候
儀
協
議
済
ニ
有
之
候
間
、
右
巡
査
ニ
慰
労
手
当
金
被
下
方
并
制
札

標
木
修
繕
費
ニ
相
定
候
為
メ
、
十
七
年
度
ヨ
リ
一
ケ
年
金
百
円
ツ
ヽ
ノ
定
額

御
支
出
相
成
度
、
内
蔵
寮
ヘ
御
達
案
相
添
此
段
相
伺
候
也

千
波
湖
御
猟
場
は
、
監
守
・
見
回
人
を
置
か
ず
、
巡
査
に
御
猟
場
内
の
取
り
締
ま

り
を
行
わ
せ
る
方
針
が
取
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
監
守
や
見
回
人
は
、
御
猟
場
の
管

理
だ
け
で
な
く
、
行
幸
や
侍
従
ら
の
遊
猟
の
際
に
、
そ
の
事
務
手
続
き
や
御
猟
場

区
域
内
の
案
内
を
担
う
役
割
も
追
っ
て
い
た（

（3
（

。
つ
ま
り
、
監
守
や
見
回
人
を
置
か

な
い
と
い
う
の
は
、
天
皇
の
行
幸
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
皇
族
や
政
府
要
人
の
遊

猟
も
想
定
し
て
い
な
い
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
な
お
、
他
の
御
猟
場
で
は
監
守
の

役
割
な
ど
を
定
め
た
規
則
類
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
定
め
ら
れ
て
い
た
が（

（3
（

、
千
波
湖

御
猟
場
は
、
監
守
規
則
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
御
猟
場
規
則
も
制
定
さ
れ
な
か
っ

た
。
千
波
湖
御
猟
場
が
、
既
存
の
御
猟
場
と
は
全
く
別
種
の
目
的
―
す
な
わ
ち
偕

楽
園
の
風
致
保
存
―
か
ら
設
置
・
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
点
か
ら

も
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

三
．
千
波
湖
御
猟
場
設
置
要
請
の
背
景

前
章
で
、
千
波
湖
御
猟
場
が
、
偕
楽
園
の
風
致
保
存
の
た
め
、
茨
城
県
側
か
ら

の
要
請
で
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
で
は
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
人
見
寧
は
、

偕
楽
園
の
風
致
保
存
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
そ
の
点
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
偕
楽
園
は
、
第
九
代
水
戸
藩
主
の
徳
川
斉
昭
が
天
保
年
間
に

開
い
た
庭
園
で
あ
る
。
千
波
湖
は
、
園
か
ら
の
景
観
、
あ
る
い
は
、
園
に
参
観
す

る
た
め
の
経
路
（
開
園
に
あ
た
り
船
着
場
が
設
け
ら
れ
た
）
と
し
て
、
開
園
当
初

か
ら
重
要
視
さ
れ
て
い
た（

（3
（

。

廃
藩
置
県
後
の
明
治
五
年
十
一
月
、
茨
城
県
に
大
蔵
大
丞
兼
任
の
ま
ま
県
令
心

得
と
し
て
出
張
し
た
渡
辺
清
は
、
茨
城
県
官
員
と
偕
楽
園
で
集
会
し
、
次
の
よ
う

な
説
諭
を
行
っ
た（

（3
（

。

　

�

士
民
ノ
党
派
ア
ル
ヤ
、
正
不
正
ヲ
問
ハ
ス
各
其
類
ヲ
援
キ
不
類
ヲ
忌
ミ
、
政

途
ノ
障
碍
タ
ル
之
ヨ
リ
甚
シ
キ
ハ
ナ
シ
、
故
ニ
曩
ニ
党
派
ノ
弊
ヲ
絶
タ
ン
コ

ト
ヲ
告
諭
シ
稍
其
気
焔
ヲ
悛
ル
ニ
似
タ
リ
、
然
レ
ト
モ
未
タ
共
和
諧
楽
ノ
風

ニ
至
ラ
ス
、
夫
レ
烈
公
ノ
偕
楽
苑
ヲ
設
ケ
ラ
ル
ヽ
ヤ
士
民
ノ
気
ヲ
シ
テ
共
和

ナ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス
ル
ニ
在
ル
耳
、
因
テ
今
日
烈
公
ノ
廟
下
ニ
会
シ
、
其
遺

意
ヲ
続
キ
官
員
ヲ
シ
テ
欝
塞
ノ
気
無
ラ
シ
メ
、
管
内
党
派
ノ
気
ヲ
消
滅
シ
テ

春
風
和
気
ノ
域
ニ
赴
カ
シ
ム
ル
ノ
意
ヲ
示
サ
ン
ト
欲
ス
ル
ナ
リ
、
諸
官
員
此

意
ヲ
体
セ
ハ
庶
幾
ク
ハ
公
ノ
尊
霊
ヲ
慰
ム
ル
ニ
足
ン
カ

水
戸
藩
で
は
旧
天
狗
党
と
諸
生
党
、
そ
の
中
の
諸
派
の
争
い
が
王
政
復
古
後
も
続

き
、
さ
ら
に
そ
の
抗
争
は
、
各
々
の
家
族
、
平
民
層
ま
で
を
巻
き
込
む
に
至
っ
て

い
た（

（4
（

。
そ
う
し
た
中
で
渡
辺
清
は
、
偕
楽
園
が
藩
士
の
み
な
ら
ず
城
下
の
住
民
に

も
開
放
さ
れ
て
い
た
の
は
烈
公
＝
徳
川
斉
昭
が
「
士
民
ノ
気
ヲ
シ
テ
共
和
ナ
ラ
シ

ム
ル
」
た
め
で
あ
っ
た
と
し
て
、
官
員
達
に
党
派
的
な
対
立
を
控
え
る
よ
う
求
め

た
の
で
あ
る（

（4
（

。

渡
辺
は
、
翌
六
年
三
月
に
再
び
茨
城
県
に
出
張
し
、
党
派
的
対
立
の
解
消
を
求

め
る
説
諭
を
二
度
に
わ
た
り
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
廃
藩
ヨ
リ
王
政
帰
一
ノ

実
始
テ
相
立
、
政
体
日
ニ
開
明
、
国
勢
月
ニ
進
歩
ス
ル
ノ
秋
ニ
相
会
シ
、
独
リ
此

地
ノ
ミ
党
派
依
然
相
キ
シ
リ
ア
イ
、
争
テ
以
醜
態
ヲ
視
ル
コ
ト
果
シ
テ
何
ノ
心
ソ

ヤ
、
義
烈
両
公
在
天
ノ
霊
若
知
ル
コ
ト
ア
ラ
ハ
之
ヲ
何
ト
カ
謂
ン
ヤ
」
と
、
徳
川

光
圀
（
義
公
）
と
斉
昭
の
二
人
の
名
を
出
し
て
、
党
派
へ
の
固
執
を
諫
め
た（

（4
（

。
こ

の
説
諭
を
受
け
て
、「
元
水
戸
県
士
民
総
代
」
六
二
名
が
「（
党
派
対
立
の・筆
者
注
）
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悔
悟
ノ
真
意
天
地
神
明
ニ
誓
ヒ
、
弥
其
和
親
睦
、
益
朝
意
ヲ
奉
遵
シ
以
テ
開
化
ノ

隆
恩
ニ
奉
報
」た
め
に「
二
公
ノ
為
ニ
神
号
」下
賜
を
求
め
る
願
書
を
渡
辺
に
提
出
、

渡
辺
が
こ
れ
を
太
政
官
に
執
奏
し
た
結
果
、
偕
楽
園
好
文
亭
内
に
設
け
ら
れ
て
い

た
水
戸
光
圀
と
斉
昭
の
祠
堂
に
「
常
盤
神
社
」
の
神
号
が
下
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た（
（4
（

。
そ
の
後
、
祠
堂
を
偕
楽
園
東
の
位
置
に
遷
座
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
神
明
造

の
社
殿
創
建
に
着
手
、
七
年
五
月
に
遷
宮
式
が
行
わ
れ
た（

（4
（

。

右
の
さ
な
か
の
六
年
七
月
、「
人
民
輻
輳
ノ
地
」
を
「
公
園
」
と
す
る
べ
き
こ

と
を
定
め
た
太
政
官
布
告
第
十
六
号
（
六
年
一
月
）
に
基
づ
き
、偕
楽
園
が
「
公
園
」

と
定
め
ら
れ
た
。
太
政
官
布
告
第
十
六
号
は
、「
旧
来
無
税
ノ
除
地
（
中
略
）
其

持
主
ヲ
定
メ
有
税
地
ト
致
シ
候
時
ハ
勝
手
ニ
其
花
木
ヲ
伐
採
、
田
園
ヲ
開
キ
旧
来

ノ
勝
景
ヲ
失
ヒ
候
」
こ
と
を
危
惧
し
た
大
蔵
省
の
正
院
へ
の
上
申
の
結
果
、
布
告

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
大
槻
功
は
、
偕
楽
園
の
「
公
園
」
化
を
、
旧
藩
時
代
の

象
徴
で
あ
る
偕
楽
園
を
、
常
盤
神
社
と
と
も
に
保
存
す
る
た
め
の
処
置
で
あ
っ
た

と
す
る（

（4
（

。
適
切
な
評
価
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
廃
藩
置
県
以
降
、
士
族
を
中
心
と
し
た
旧
水
戸
藩
市
民
の
対

立
を
解
消
す
る
た
め
、
徳
川
光
圀
・
斉
昭
と
い
う
二
人
の
旧
藩
主
の
名
が
し
ば
し

ば
持
ち
出
さ
れ
、
そ
の
中
で
偕
楽
園
と
常
盤
神
社
が
、
両
者
へ
の
尊
崇
の
念
を
喚

起
さ
せ
る
た
め
の
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
保
存
が
図
ら
れ
て
い
っ
た
。

民
政
上
の
必
要
か
ら
、
旧
蹟
の
保
存
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

偕
楽
園
の
「
公
園
」
化
後
、
そ
の
維
持
管
理
は
県
の
予
算
で
賄
わ
れ
て
い
た
が
、

十
一
年
の
地
方
税
規
則
施
行
で
府
県
が
支
出
す
べ
き
費
目
が
定
め
ら
れ
た
結
果
、

県
か
ら
の
支
出
が
で
き
な
く
な
っ
た（

（4
（

。
そ
こ
で
、
十
六
年
に
県
庁
官
員
で
協
議
し
、

「
各
俸
給
の
内
幾
分
を
募
り
以
て
修
繕
の
料
」
と
し
て
蓄
え
、
ま
た
「
楽
寿
会
」

な
る
組
織
を
設
け
、「
春
秋
二
季
職
員
好
文
亭
に
会
し
て
宴
を
開
く
」
こ
と
に
し

た
と
い
う（

（4
（

。

一
方
、常
盤
神
社
も
、社
殿
の
造
営
を
寄
付
で
賄
い
、ま
た
、旧
水
戸
藩
領
の
村
々

で
敬
神
会
を
組
織
し
て
毎
年
の
収
穫
物
の
一
部
を
社
に
寄
付
し
、
そ
の
貸
付
の
利

米
な
ど
を
神
社
の
運
営
に
宛
て
る
な
ど
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
思
う
よ
う
な

成
果
が
あ
が
ら
な
か
っ
た（

（4
（

。
そ
こ
で
、
十
一
年
に
水
戸
徳
川
家
の
家
令
で
あ
っ
た

長
谷
川
清
が
「
漸
次
神
社
保
存
完
全
ノ
地
位
ヲ
永
遠
ニ
占
ム
ル
ノ
端
緒
ヲ
開
カ
ン

ト
ス
ル
」
た
め
に
常
盤
講
な
る
講
の
結
成
を
呼
び
掛
け
、
翌
十
二
年
十
二
月
に
開

講
式
が
実
施
さ
れ
た
。
十
三
年
二
月
に
発
起
人
ら
に
よ
る
最
初
の
会
合
が
常
盤
神

社
境
内
で
開
か
れ
、
そ
の
後
、
何
度
か
の
会
合
を
経
て
、
会
頭
に
徳
川
昭
武
を
推

挙
し
、
講
務
を
担
う
肝
煎
に
四
三
名
が
就
任
し
た（

（4
（

。

人
見
寧
が
千
波
湖
御
猟
場
の
設
置
を
宮
内
省
に
要
請
し
た
の
は
、
以
上
の
よ
う

な
形
で
偕
楽
園
・
常
盤
神
社
の
保
存
法
が
模
索
さ
れ
て
い
る
最
中
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
千
波
湖
御
猟
場
の
区
域
を
【
図
一
―
一
】（
こ
れ
が
、

先
掲
の
十
六
年
四
月
十
二
日
付
徳
大
寺
宮
内
大
臣
宛
上
申
書
中
に
記
載
さ
れ
て
い

た
略
図
と
考
え
ら
れ
る
）【
図
一
―
二
】
か
ら
確
認
し
て
み
る
と
、
御
猟
場
の
北
側

の
区
域
が
、「
新
道
」
と
呼
ば
れ
る
千
波
湖
中
央
部
を
南
北
に
つ
な
い
だ
道
を
境

に（
（5
（

、
そ
の
西
側
は
湖
岸
を
境
界
と
し
つ
つ（

（5
（

、
常
盤
神
社
の
境
内
に
通
じ
る
道
の
と

こ
ろ
か
ら
御
猟
場
の
範
囲
が
北
側
に
伸
び
、
常
盤
神
社
と
偕
楽
園
（「
公
園
」
と

は
偕
楽
園
の
こ
と
）
全
域
が
御
猟
場
の
範
囲
に
収
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

こ
の
不
自
然
な
御
猟
場
区
域
の
広
が
り
こ
そ
が
、
人
見
が
御
猟
場
設
定
を
要
請
し

た
意
図
を
何
よ
り
も
示
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
御
猟
場
設
置
の
要
請
は
、

偕
楽
園
・
常
盤
神
社
保
存
の
一
環
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

な
お
、【
図
一
―
一
】
に
見
ら
れ
る
、
千
波
湖
北
側
の
土
地
で
同
じ
く
御
猟
場
区

域
に
含
ま
れ
た
桜
山
、
緑
が
岡
で
あ
る
が
、
桜
山
は
徳
川
斉
昭
が
当
初
開
園
を
計

画
し
て
い
た
場
所
で
、
現
在
の
場
所
に
偕
楽
園
が
開
園
し
た
際
に
桜
が
植
え
ら
れ
、

千波湖御猟場について―風致保存のための御猟場の誕生―

51



『公文録』明治十六年・第一六五巻・明治十六年五月～八月・宮内省より
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一
遊
亭
と
い
う
休
息
所
が
設
け
ら
れ
た
と
い
う
。
明
治
六
年
に
偕
楽
園
が
公
園
と

定
め
ら
れ
た
際
、
そ
の
付
属
地
と
さ
れ
た（

（5
（

。
緑
が
岡
は
、
徳
川
光
圀
が
高
枕
亭
と

い
う
別
邸
を
立
て
た
こ
と
で
知
ら
れ
た
場
所
で
あ
る（

（5
（

。
両
地
が
御
猟
場
に
含
ま
れ

た
の
も
、
偕
楽
園
・
常
盤
神
社
を
維
持
保
存
す
る
の
と
同
じ
目
的
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
と
判
断
で
き
よ
う
。

三
、千
波
湖
御
猟
場
の
廃
止

人
見
寧
の
要
請
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
千
波
湖
御
猟
場
は
、
明
治
十
九
年
五
月

に
人
見
の
後
任
と
し
て
茨
城
県
令
に
就
任
し
た
安
田
定
則
の
時
代
に
廃
止
さ
れ

た
。
次
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

二
一
年
五
月
、
安
田
県
令
は
次
の
文
書
を
宮
内
大
臣
土
方
久
元
に
提
出
し
た（

（5
（

。

　
　
　
　

千
波
湖
御
猟
場
之
儀
ニ
付
上
申

　

�

当
県
下
東
茨
城
郡
千
波
湖
御
猟
場
之
儀
ハ
、
去
ル
十
六
年
中
、
常
盤
村
等
ヲ

以
テ
御
猟
場
区
域
ト
被
定
候
得
共
、
追
年
諸
鳥
減
少
、
尚
又
千
波
湖
西
北
岸

ハ
今
般
布
設
ス
ル
水
戸
鉄
道
線
路
ニ
係
リ
、
目
下
工
事
中
ニ
付
、
本
年
内
ニ

ハ
落
成
ノ
都
合
ニ
有
之
候
間
、
此
時
ニ
至
リ
候
ハ
ヽ
汽
笛
又
ハ
進
行
車
輪
ノ

響
等
ニ
因
リ
益
減
少
ス
ル
ハ
必
然
之
儀
ト
被
存
、
将
又
是
迄
一
回
ノ
御
遊
猟

モ
無
之
、
且
ツ
御
用
途
御
節
約
ノ
折
柄
、
多
少
御
出
費
モ
有
之
儀
ニ
付
、
寧

ロ
此
際
被
廃
止
候
方
可
然
ト
被
存
候
、
此
段
上
申
候
也

　
　

明
治
廿
一
年
五
月
十
一
日　
　
　
　
　

茨
城
県
知
事
安
田
定
則
［
印
］

　
　
　

宮
内
大
臣
子
爵
土
方
久
元
殿

千
波
湖
御
猟
場
設
置
後
も
鳥
類
は
減
少
し
続
け
て
お
り
、
近
々
水
戸
鉄
道
が
開
通

す
る
た
め
、
今
後
は
さ
ら
に
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
御
猟
場
選

定
以
来
一
度
の
御
遊
猟
も
な
い
こ
と
か
ら
、
経
費
節
減
の
意
味
も
含
め
て
御
猟
場

【
図
一
―
二
】【
図
一
―
一
】
の
偕
楽
園
・
常
盤
神
社
周
辺
部
分
を
拡
大
し
た
も
の
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を
廃
止
し
た
い
―
―
こ
れ
が
安
田
の
主
張
で
あ
っ
た
。

と
は
い
え
、
既
に
見
て
き
た
通
り
、
千
波
湖
御
猟
場
は
、
そ
も
そ
も
天
皇
や
要

人
の
遊
猟
を
想
定
し
設
置
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
鳥
数
に
つ
い
て
は
、
顕
著
な

繁
殖
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
お
そ
ら
く
事
実
で
あ
る
が（

（5
（

、
設
置
か
ら
わ
ず
か
四

年
で
見
切
り
を
つ
け
る
の
は
早
す
ぎ
る
、
と
も
い
え
る
。
安
田
の
上
申
は
、
や
は

り
水
戸
鉄
道
の
開
通
が

御
猟
場
に
与
え
る
影
響

を
考
慮
し
た
た
め
で

あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

近
年
、「
香
川
敬
三

関
係
文
書
」
の
中
か
ら

発
見
さ
れ
た
「
水
戸
鉄

道
之
趣
旨
及
沿
革
」
と

題
さ
れ
た
文
書
に
よ
れ

ば
、
安
田
は
「
茨
城
県

ニ
赴
ク
ヤ
首
ト
シ
テ
該

鉄
道
工
事
ノ
計
画
ニ
着

意
シ
」、
水
戸
鉄
道
会

社
設
立
の
発
起
人
と
な

る
飯
村
丈
三
郎
、
塙
載

と
協
議
を
重
ね
た
と
い

う（
（5
（

。
鉄
道
敷
設
は
安
田

の
県
令
就
任
以
来
の
悲

願
で
あ
り
、
事
実
、
水

戸
鉄
道
会
社
が
請
願
し
た
水
戸
―
小
山
路
線
の
敷
設
も
、
安
田
の
強
力
な
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
の
下
で
実
現
し
て
い
る（

（5
（

。

【
図
二
】
は
、
そ
の
水
戸
鉄
道
会
社
が
二
十
年
四
月
頃
に
作
成
し
た
水
戸
―
小

山
間
の
線
路
実
測
図
の
う
ち
、
千
波
湖
周
辺
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
図
か
ら
あ
き

ら
か
な
よ
う
に
、
当
初
、
線
路
は
千
波
湖
の
湖
面
に
敷
き
、
の
ち
に
水
戸
駅
が
設

置
さ
れ
る
場
へ
と
つ
な
ぐ
計
画
で
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
は
い
つ
の
頃
か
変
更
さ
れ
、

最
終
的
に
線
路
は
千
波
湖
北
側
の
湖
岸
沿
い
に
敷
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ

の
結
果
、
偕
楽
園
・
常
盤
神
社
と
千
波
湖
の
間
が
線
路
で
分
断
さ
れ
る（

（5
（

。
水
戸
鉄

道
の
敷
設
は
、
偕
楽
園
と
千
波
湖
を
一
体
の
も
の
と
し
て
風
致
の
保
存
を
図
っ
た

人
見
寧
の
方
針
と
相
い
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
安
田
は
、
千
波
湖
御

猟
場
廃
止
の
上
申
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

偕
楽
園
・
常
盤
神
社
と
千
波
湖
が
線
路
で
分
断
さ
れ
る
こ
と
に
、
そ
の
保
存
に

尽
力
し
て
い
た
人
々
か
ら
批
判
は
出
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
明
確
な
こ
と
は
わ

か
ら
な
い
が
、
水
戸
鉄
道
会
社
の
発
起
人
に
は
、
常
盤
講
結
成
の
呼
び
か
け
人
で

あ
っ
た
長
谷
川
清
が
名
を
連
ね
て
い
る（

（5
（

。
鉄
道
敷
設
は
、
少
な
く
と
も
常
盤
神
社

の
維
持
に
尽
力
し
て
い
た
人
々
に
は
了
承
済
み
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

安
田
の
上
申
を
宮
内
省
側
も
受
け
入
れ
、
同
三
一
日
付
で
茨
城
県
へ
の
千
波
湖

御
猟
場
廃
止
の
通
達
を
内
務
省
に
依
頼
、
内
務
省
か
ら
は
六
月
十
一
日
付
で
県
に

そ
の
旨
が
通
達
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
千
波
湖
御
猟
場
は
開
設
か
ら
五
年
、
実
際

に
運
営
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
は
四
年
と
い
う
短
い
期
間
で
、
そ
の
歴
史
に
幕
を
閉

じ
た
の
で
あ
る
。
御
猟
場
区
域
に
設
置
さ
れ
て
い
た
標
木
や
制
札
、
そ
れ
に
千
波

湖
内
で
使
用
し
て
い
た
船
一
艘
は
、
そ
の
後
、
県
内
に
払
い
下
げ
ら
れ
た（

（6
（

。

【
図
二
】
水
戸
鉄
道
会
社
作
成
線
路
実
測
図

　
　
　

 （
千
波
湖
付
近
）

『公文類聚』第十一編・明治二十年・第三六巻・運輸門六・橋道三より
※千波湖中央に引かれている線が線路
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お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
千
波
湖
御
猟
場
の
設
置
・
廃
止
に
つ
い
て
、
中
央
省
庁
で
の

御
猟
場
設
置
主
体
の
変
化
（
内
務
省
か
ら
宮
内
省
へ
）
や
、旧
水
戸
藩
出
身
の
人
々

の
間
に
生
じ
て
い
た
対
立
の
問
題
と
関
連
づ
け
な
が
ら
検
討
し
て
き
た
。
最
後
に
、

千
波
湖
御
猟
場
設
置
と
い
う
経
験
が
、
そ
の
後
の
宮
内
省
主
猟
局
の
活
動
に
与
え

た
影
響
に
つ
い
て
若
干
の
指
摘
を
行
い
、
終
わ
り
に
代
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

千
波
湖
御
猟
場
が
廃
止
さ
れ
た
明
治
二
一
年
六
月
か
ら
、
狩
猟
規
則
が
制
定
さ

れ
る
明
治
二
五
年
十
月
ま
で
の
間
に
、五
つ
の
御
猟
場
が
設
置
さ
れ
る
。こ
の
う
ち
、

地
域
の
側
か
ら
の
要
請
で
設
置
に
至
っ
た
の
が
、
二
三
年
設
置
の
長
良
川
筋
御
猟

場
（
岐
阜
県
郡
上
郡
・
武
儀
郡
・
方
縣
郡
の
う
ち
）
と
、
二
五
年
設
置
の
涌
谷
御

猟
場
（
宮
城
県
遠
田
郡
の
う
ち
。
設
置
は
十
月
で
あ
る
が
、
申
請
開
始
は
八
月
）

の
二
つ
で
あ
る
。
長
良
川
筋
が
鵜
飼
業
保
護
、
涌
谷
御
猟
場
が
鴻
雁
繁
殖
保
護
を

求
め
て
の
要
請
で
あ
っ
た（

（6
（

。
天
皇
や
皇
族
、
政
府
要
人
に
よ
る
狩
猟
と
は
別
目
的

で
の
御
猟
場
の
設
置
が
、
千
波
湖
御
猟
場
廃
止
後
も
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。　

涌
谷
御
猟
場
の
設
置
後
、
同
御
猟
場
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
宮
城
県
知
事
よ
り

照
会
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
う
け
て
主
猟
局
長
山
口
正
定
が
宮
内
大
臣
・
次
官
ら
に

回
覧
し
た
文
書
か
ら
は
、
千
波
湖
御
猟
場
の
経
験
が
こ
の
御
猟
場
の
設
置
に
つ
な

が
っ
て
い
た
様
子
が
垣
間
見
え
る（

（6
（

。

　

�

今
般
新
設
相
成
候
宮
城
県
下
遠
田
郡
涌
谷
御
猟
場
之
義
ハ
、
地
方
人
民
ノ
請

願
ニ
依
リ
御
猟
場
ト
被
定
候
ニ
付
、
統
テ
取
締
上
ノ
義
ハ
警
察
署
ヲ
始
メ
郡

役
所
・
町
村
役
場
等
ニ
テ
注
意
可
致
筈
ヲ
以
テ
、
別
段
監
守
長
・
監
守
等
ノ

職
員
無
之
候
処
、
実
際
ニ
於
テ
取
締
主
任
者
無
之
テ
ハ
不
都
合
ノ
次
第
モ
有

之
趣
ニ
付
、
無
給
監
守
五
人
被
差
置
度
旨
、
別
紙
ノ
通
リ
該
県
知
事
ヨ
リ
内

議
有
之
候
（
以
下
略
）

山
口
は
、
地
方
の
要
請
で
設
置
さ
れ
た
御
猟
場
で
あ
る
以
上
、
そ
の
管
理
に
つ

い
て
は
監
守
な
ど
を
置
か
ず
所
管
の
警
察
や
役
所
に
任
せ
れ
ば
良
い
、
と
考
え
て

い
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
言
及
こ
そ
な
い
が
、
そ
れ
は
千
波
湖
御
猟
場
で
採
ら

れ
た
管
理
法
を
踏
襲
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た（

（6
（

。

以
上
は
実
際
に
御
猟
場
が
設
置
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
、
二
一
年

夏
に
熊
本
県
が
同
県
阿
蘇
郡
で
の
鶴
の
棲
息
地
確
保
の
た
め
に
禁
猟
区
設
定
を
望

ん
だ
際
に
は
、
宮
内
省
は
将
来
的
な
御
猟
場
設
定
も
含
め
て
県
官
と
協
議
し
て
い

る（
（6
（

。
ま
た
、
山
口
正
定
は
、
同
年
末
に
御
猟
場
設
置
候
補
地
の
視
察
の
た
め
に
京

都
府
に
出
張
し
た
際
、鶴
の
生
息
状
況
確
認
の
た
め
に
同
府
綴
喜
郡
八
幡
に
赴
き
、

同
地
を
禁
猟
区
に
設
定
す
る
よ
う
京
都
府
に
要
請
し
た
と
い
う（

（6
（

。
後
者
は
、
地
域

の
風
致
保
存
に
つ
い
て
の
主
猟
局
自
体
の
主
体
性
を
予
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

池
田
さ
な
え
は
、
明
治
二
十
年
代
前
半
（
主
と
し
て
品
川
弥
二
郎
局
長
時
代
）

の
宮
内
省
御
料
局
が
、
政
府
の
国
土
保
全
行
政
を
代
替
・
補
完
し
よ
う
と
す
る
動

き
を
見
せ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（6
（

。
人
見
寧
の
要
請
で
千
波
湖
御
猟
場
が

設
定
さ
れ
、
同
御
猟
場
廃
止
後
も
伝
統
漁
法
や
鳥
類
の
保
護
の
た
め
の
活
動
を
継

続
し
た
宮
内
省
主
猟
局
の
活
動
は
、奇
し
く
も
御
料
局
が
国
土
保
全
行
政
の
代
替・

補
完
を
志
向
し
て
い
た
時
期
と
重
な
る
。
こ
れ
は
、
単
な
る
偶
然
な
の
か
、
は
た

ま
た
、
二
十
年
代
前
半
の
宮
内
省
で
局
を
越
え
た
潮
流
と
し
て
存
在
し
た
も
の

だ
っ
た
の
か
。
今
後
の
検
討
に
期
し
た
い
。

註（
1
）　

戦
前
か
ら
戦
後
ま
で
の
御
猟
場
設
置
・
廃
止
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
橋
場
万
里
子

「
全
国
に
お
け
る
御
猟
場
の
変
遷
と
連
光
寺
村
御
猟
場
」（『
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩«

博

物
館
部
門»
年
報
・
紀
要
』
五
、二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

（
2
）　

御
猟
場
関
連
で
は
、
二
〇
一
四
年
四
月
～
七
月
実
施
の
公
益
財
団
法
人
多
摩
市

千波湖御猟場について―風致保存のための御猟場の誕生―

55



文
化
振
興
財
団
・
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
共
催
展
示
「
み
ゆ
き
の
あ
と
―
明
治
天

皇
と
多
摩
―
」、
二
〇
一
七
年
九
月
～
十
二
月
実
施
の
千
葉
県
文
書
館
・
宮
内
庁
宮

内
公
文
書
館
共
催
展
「
皇
室
が
ふ
れ
た
千
葉
×
千
葉
が
ふ
れ
た
皇
室
」、
二
〇
二
二

年
七
月
～
九
月
実
施
の
春
日
部
市
・
春
日
部
市
教
育
委
員
会
・
宮
内
庁
共
催
企
画

展
「
明
治
天
皇
と
春
日
部
～
巡
幸
・
御
猟
場
・
梅
田
ご
ぼ
う
～
」
の
三
展
示
が
開

催
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
二
二
年
十
二
月
現
在
）。

（
3
）　

天
下
井
恵
「
習
志
野
原
御
猟
場
と
鎌
ケ
谷
市
域
」（『
鎌
ケ
谷
市
史
研
究
』

十
八
、二
〇
〇
五
年
）、
同
「
習
志
野
原
と
鎌
ケ
谷　
［
補
足
］
明
治
天
皇
の
習
志
野

原
賜
名
」（『
鎌
ケ
谷
市
史
研
究
』
二
十
、二
〇
〇
七
年
）、
辻
岡
健
志
「
御
料
牧
場
・

御
猟
場
・
鴨
場
―
明
治
期
に
お
け
る
皇
室
と
千
葉
県
の
関
係
史
―
」（『
千
葉
県
の

文
書
館
』
二
二
、二
〇
一
七
年
）。

（
4
）　

前
掲
橋
場
「
全
国
に
お
け
る
御
猟
場
の
変
遷
と
連
光
寺
村
御
猟
場
」、
清
水
裕
介

「
連
光
寺
村
御
猟
場
再
考
―
利
用
実
態
の
分
析
よ
り
―
」（『
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
博
物

館
部
門
研
究
紀
要
』
十
二
、二
〇
一
四
年
、
同
「
連
光
寺
村
御
猟
場
日
記
を
読
む
―

明
治
一
七
年
～
二
八
年
―
」（『
多
摩
市
文
化
財
調
査
資
料
六　

連
光
寺
村
御
猟
場

日
記　

明
治
一
七
～
二
八
年
』（
多
摩
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
六
年
、
所
収
）、
同

「
連
光
寺
村
御
猟
場
日
記
を
読
む
―
明
治
二
九
年
～
四
一
年
―
」（『
多
摩
市
文
化
財

調
査
資
料
七　

連
光
寺
村
御
猟
場
日
記　

明
治
二
九
～
四
一
年
』（
多
摩
市
教
育
委

員
会
、
二
〇
一
七
年
、
所
収
）、
同
「
明
治
初
期
の
遊
猟
文
化
と
『
御
猟
場
』」（
松

尾
正
人
編
『
近
代
日
本
成
立
期
の
研
究　

地
域
編
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
八
年
、

所
収
）、
辻
岡
健
志
「
連
光
寺
村
御
猟
場
の
公
文
書
」（『
公
益
財
団
法
人
多
摩
市
文

化
振
興
財
団
・
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
共
催
展
示
図
録　

み
ゆ
き
の
あ
と
―
明
治

天
皇
と
多
摩
―
』（
公
益
財
団
法
人
多
摩
市
文
化
振
興
財
団
、二
〇
一
四
年
、所
収
）、

拙
稿
「
連
光
寺
村
御
猟
場
と
鮎
漁
」（
前
掲
『
多
摩
市
文
化
財
調
査
資
料
七　

連
光

寺
村
御
猟
場
日
記　

明
治
二
九
～
四
一
年
』
所
収
）
な
ど
。

（
5
）　

重
松
正
史
「『
江
戸
川
筋
御
猟
場
問
題
』
に
つ
い
て
―
日
露
戦
後
地
方
政
治
状
況

に
関
す
る
一
考
察
―
」（『
地
方
史
研
究
』
一
五
八
、一
九
七
九
年
）、
中
西
啓
太
「
地

域
問
題
に
お
け
る
地
方
行
政
機
構
と
有
力
者
層
―
『
江
戸
川
筋
御
猟
場
問
題
』
の

分
析
か
ら
―
」（『
埼
玉
地
方
史
』
六
七
、二
〇
一
三
年
）
な
ど
。

（
6
）　
『
自
明
治
丗
六
年
至
同
丗
八
年　

猟
場
録　

主
猟
寮
』（
識
別
番
号1534

）。
な
お
、

本
史
料
を
含
め
、
識
別
番
号
を
示
し
た
文
書
は
す
べ
て
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
所

蔵
の
も
の
で
あ
る
。

（
7
）　

な
お
、
近
年
、
明
治
三
八
年
に
京
都
府
愛
宕
郡
に
設
置
さ
れ
た
京
都
御
猟
場
関

連
の
文
書
を
含
ん
だ
「
波
多
野
六
之
丞
家
文
書
」
の
整
理
が
京
都
府
立
大
学
学
文

学
部
歴
史
学
科
文
化
情
報
学
研
究
室
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
そ
の
成
果
が
『
京
都

府
立
大
学
文
化
遺
産
叢
書
第
十
九
集　

京
都
雲
ヶ
畑
・
波
多
野
六
之
丞
家
文
書
調

査
報
告
』（
京
都
府
立
大
学
文
学
部
歴
史
学
科
、
二
〇
二
〇
年
）
と
し
て
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。

（
8
）　

前
掲
清
水
「
明
治
初
期
の
遊
猟
文
化
と
『
御
猟
場
』」。『
自
明
治
十
二
年
至
同

十
五
年　

猟
場
録　

主
猟
寮
』（
識
別
番
号1528

）。

（
9
）　

習
志
野
原
の
「
聖
上
御
遊
猟
場
」
設
置
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
掲
天
下
井
「
習

志
野
原
御
猟
場
と
鎌
ケ
谷
市
域
」、
前
掲
辻
岡
「
御
料
牧
場
・
御
猟
場
・
鴨
場　

―

明
治
期
に
お
け
る
皇
室
と
千
葉
県
の
関
係
史
―
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
10
）　
『
自
明
治
十
二
年
至
同
十
五
年　

猟
場
録　

主
猟
寮
』。

（
11
）　
『
自
明
治
十
二
年
至
同
十
五
年　

猟
場
録　

主
猟
寮
』。

（
12
）　
『
明
治
十
六
年　

例
規
録　

主
猟
寮
』（
識
別
番
号1581

）。

（
13
）　

前
掲
辻
岡
「
連
光
寺
村
御
猟
場
の
公
文
書
」。『
自
明
治
十
四
年
至
同
十
五
年　

例
規
録　

主
猟
寮
』（
識
別
番
号1580

）。

（
14
）　
『
自
明
治
十
二
年
至
同
十
五
年　

猟
場
録　

主
猟
寮
』。

（
15
）　
『
自
明
治
十
二
年
至
同
十
五
年　

猟
場
録　

主
猟
寮
』。

（
16
）　
『
自
明
治
十
二
年
至
同
十
五
年　

猟
場
録　

主
猟
寮
』。

（
17
）　
『
明
治
十
六
年　

猟
場
録　

主
猟
寮
』（
識
別
番
号1529

）。

（
18
）　
『
明
治
十
六
年　

例
規
録　

主
猟
寮
』。
内
務
権
少
書
記
官
藤
沢
親
之
発
宮
内
書

記
官
宛
の
七
月
二
八
日
付
文
書
（
地
三
二
五
号
）
の
中
で
、「
本
月
十
七
日
付
御
回

答
之
旨
了
承
、
尚
熟
考
致
シ
候
ニ
、
如
何
様
ノ
方
法
ヲ
以
テ
捕
獲
候
ハ
ヽ
御
遊
猟
ニ

必
ス
差
支
ナ
キ
ヤ
ヲ
識
別
候
ハ
太
タ
難
事
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
宮
内
卿

か
ら
内
務
卿
へ
の
七
月
四
日
付
の
照
会
案
の
中
で
「
今
般
御
定
相
成
候
江
戸
川
筋

御
猟
場
之
義
者
（
平
出
）
聖
上
ニ
モ
折
　々

行
幸
可
被
為
在
筈
ニ
候
処
（
中
略
）

別
紙
図
面
黒
線
内
ニ
於
平
常
鳥
猟
禁
止
之
義
各
国
公
使
ヘ
ハ
外
務
卿
ヨ
リ
夫
々
通

知
相
成
候
様
致
度
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宮
内
省
側
が
鳥
猟
禁
止
に
こ
だ
わ
っ
た

の
は
天
皇
の
行
幸
を
想
定
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

（
19
）　
『
明
治
十
六
年　

例
規
録　

主
猟
寮
』。

（
20
）　
『
明
治
十
六
年　

猟
場
録　

主
猟
寮
』。

（
21
）　
『
明
治
十
七
年　

猟
場
録　

主
猟
寮
』（
識
別
番
号1530

）。

（
22
）　
『
明
治
十
六
年　

例
規
録　

主
猟
寮
』
に
所
収
の
文
書
の
カ
ガ
ミ
を
時
系
列
的
に

追
っ
て
い
く
と
、
同
九
月
十
九
日
付
の
カ
ガ
ミ
ま
で
「
御
遊
猟
場
御
用
掛
」
と
記
さ

れ
て
い
た
の
が
、
同
二
九
日
以
降
、「
御
猟
場
御
用
掛
」
に
変
わ
っ
て
い
る
。

（
23
）　
『
明
治
十
七
年　

例
規
録　

主
猟
寮
』（
識
別
番
号1582

）。
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（
24
）　
『
明
治
十
七
年　

例
規
録　

主
猟
寮
』。

（
25
）　

明
治
十
五
年
に
選
定
さ
れ
た
「
御
遊
猟
場
」
の
う
ち
、
群
馬
県
利
根
郡
、
埼
玉

県
秩
父
郡
、
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
に
は
御
猟
場
は
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、

静
岡
県
天
城
山
へ
の
御
猟
場
設
置
は
明
治
三
五
年
の
こ
と
で
あ
り
、「
御
遊
猟
場
」

か
ら
の
名
称
変
更
と
見
る
に
は
時
間
が
経
ち
す
ぎ
て
い
る
。

（
26
）　
『
明
治
十
六
年　

猟
場
録　

主
猟
寮
』。

（
27
）　

明
治
六
年
一
月
制
定
の
鳥
獣
猟
規
則
（
太
政
官
布
告
第
二
五
号
）
で
は
、
銃
猟
の

禁
止
し
か
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
地
方
長
官
が
狩
猟
・
漁
業
全
般
の
禁
止
区

域
を
設
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
狩
猟
が
明
治
二
五
年
十
月
五
日
制
定
の
狩

猟
規
則
（
勅
令
第
八
四
号
）、漁
業
が
明
治
三
四
年
四
月
十
二
日
制
定
の
漁
業
法
（
法

律
第
三
四
号
）
制
定
以
降
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

（
28
）　
『
明
治
十
六
年　

猟
場
録　

主
猟
寮
』。

（
29
）　
『
明
治
十
六
年　

猟
場
録　

主
猟
寮
』。

（
30
）　
『
水
戸
市
史　

中
巻　

三
』（
水
戸
市
、
一
九
七
六
年
）
二
〇
六
頁
。
篠
﨑
佑
太
氏

の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
31
）　
『
公
文
録
』
明
治
十
六
年
・
第
一
六
五
巻
・
明
治
十
六
年
五
月
～
八
月
・
宮
内
省
。

（
32
）　

以
下
、
漁
禁
止
を
め
ぐ
る
宮
内
省
と
内
務
省
の
や
り
と
り
は
、
す
べ
て
『
明
治

十
六
年　

例
規
録　

主
猟
寮
』
に
よ
る
。

（
33
）　

本
史
料
は
草
案
で
あ
る
が
、
文
末
に
十
月
二
十
日
の
日
付
が
朱
書
き
で
記
載
さ

れ
て
い
る
（
記
載
は
「
廿
五
日
」
だ
が
「
五
」
の
上
に
訂
正
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
）

の
で
、
同
日
に
送
付
さ
れ
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。

（
34
）　
『
茨
城
県
報
』
明
治
十
七
年
二
月
十
二
日
（
茨
城
県
立
歴
史
館
所
蔵
。
請
求
番
号

E2-89

）
乙
第
三
号
。

（
35
）　
『
明
治
十
七
年　

例
規
録　

主
猟
寮
』。

（
36
）　

十
六
年
に
改
正
・
作
成
さ
れ
た
習
志
野
原
御
猟
場
、
江
戸
川
筋
御
猟
場
の
監
守

規
則
に
は
、
監
守
の
役
割
と
し
て
行
幸
の
際
の
案
内
役
と
い
う
点
が
明
記
さ
れ
て

い
る
（
習
志
野
原
御
猟
場
は
「
御
猟
場
監
守
規
則
」
第
三
章
「
監
守
人
心
得
」
第

四
条
、
江
戸
川
筋
は
「
御
猟
場
監
守
規
則
」
第
二
章
「
監
守
長
及
監
守
人
心
得
」

第
四
条
）。
連
光
寺
村
御
猟
場
の
監
守
規
則
に
は
上
記
の
よ
う
な
規
定
は
存
在
し
て

い
な
い
が
、
第
一
章
「
御
猟
場
取
締
職
務
」
第
四
条
に
「
御
沙
汰
ニ
ヨ
リ
侍
従
其
他

出
猟
ノ
達
書
到
達
ノ
節
ハ
最
寄
警
察
署
ヘ
其
旨
届
出
ヘ
シ
、
且
各
見
廻
人
ヘ
モ
相
達

シ
置
ヘ
シ
」、
第
二
章
「
見
廻
人
心
得
」
第
六
条
に
「
臨
幸
之
御
達
有
之
ト
キ
ハ
速

ニ
見
廻
人
共
申
合
御
狩
ノ
順
次
取
調
、
本
場
取
締
ヘ
届
出
ヘ
シ
」
と
あ
り
、
監
守

ら
が
行
幸
や
宮
内
省
関
係
者
の
出
猟
時
の
実
務
を
担
う
存
在
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
明
治
十
六
年　

例
規
録　

主
猟
寮
』。

（
37
）　

習
志
野
原
御
猟
場
が
明
治
十
五
年
六
月
、
連
光
寺
村
御
猟
場
・
江
戸
川
筋
御
猟

場
が
十
六
年
十
月
に
そ
れ
ぞ
れ
制
定
さ
れ
て
い
る
（『
自
明
治
十
四
年
至
同
十
五
年　

例
規
録　

主
猟
寮
』（
識
別
番
号1580

）、『
明
治
十
六
年　

例
規
録　

主
猟
寮
』）。

（
38
）　

大
槻
功
『
都
市
の
中
の
湖　

千
波
湖
と
水
戸
の
歴
史
』（
文
真
堂
、
二
〇
〇
一
年
）

四
三
頁
参
照
。

（
39
）　
『
茨
城
県
史
料　

近
代
政
治
社
会
編
Ⅰ
』（
茨
城
県
、
一
九
七
四
年
）
一
一
三
頁
。

（
40
）　
『
水
戸
市
史　

下
巻　
一
』（
水
戸
市
、
一
九
九
三
年
）
七
～
八
頁
。

（
41
）　

な
お
、『
水
戸
市
史　

下
巻　
一
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
年
、
水
戸
光
圀
と
斉
昭

の
像
が
偕
楽
園
好
文
亭
内
の
祠
堂
に
祀
ら
れ
た
と
い
う
（
同
七
頁
）。

（
42
）　
『
茨
城
県
史
料　

近
代
政
治
社
会
編
Ⅰ
』
一
一
七
頁
。

（
43
）　
『
太
政
類
典
』
第
二
編
・
明
治
四
年
～
明
治
十
年
・
第
二
六
〇
巻
・
教
法
十
一
・

神
社
九
。
な
お
、『
水
戸
市
史　

下
巻　
一
』
は
六
二
名
の
願
書
提
出
を
五
年
以
来

の
運
動
の
流
れ
で
説
明
し
て
い
る
が
（
九
～
十
頁
）、
出
典
が
不
明
で
あ
る
。
願
書

中
に
「
今
般
特
命
ヲ
以
テ
再
ヒ
御
入
県
被
為
在
、
朝
旨
ノ
趣
及
源
義
烈
二
公
誠
意

ノ
所
在
ヲ
発
明
シ
、
積
年
派
党
ノ
旧
弊
ヲ
一
掃
シ
候
様
御
説
諭
被
為
在
候
」
と
の

記
述
が
あ
る
の
で
、
筆
者
と
し
て
は
渡
辺
の
説
諭
を
受
け
て
出
さ
れ
た
願
書
で
あ

る
と
考
え
た
い
。

（
44
）　
『
水
戸
市
史　

下
巻　
一
』
三
七
〇
～
三
七
一
頁
。

（
45
）　

以
上
、前
掲
大
槻
『
都
市
の
中
の
湖　

千
波
湖
と
水
戸
の
歴
史
』
五
三
～
五
七
頁
、

『
太
政
類
典
』
第
二
編
・
明
治
四
年
～
明
治
十
年
・
第
二
六
〇
巻
・
教
法
十
一
・
神

社
九
、『
公
文
録
』
明
治
六
年
・
第
一
〇
九
巻
・
明
治
六
年
一
月
・
大
蔵
省
伺
（
二
）、

『
法
令
全
書
』
明
治
六
年
。

（
46
）　

前
掲
大
槻
『
都
市
の
中
の
湖　

千
波
湖
と
水
戸
の
歴
史
』
五
六
頁
。

（
47
）　

松
平
俊
雄
編
述
『
常
磐
公
園
攬
勝
図
誌
』
上
（
北
澤
清
三
郎
、
一
八
八
五
年
）、

四
丁
。『
都
市
の
中
の
湖　

千
波
湖
と
水
戸
の
歴
史
』
五
六
頁
。

（
48
）　
『
水
戸
市
史　

下
巻　
一
』
三
七
一
～
三
七
二
頁
。

（
49
）　

以
上
、「
三
田
寺
家
文
書
」（
茨
城
県
立
歴
史
館
所
蔵
）
五
一
一
―
一
～
三
。

（
50
）　

北
部
東
側
の
範
囲
は
、文
久
年
間
に
築
か
れ
た「
新
々
道
」と
な
っ
て
い
る
。「
新
々

道
」
に
つ
い
て
は
前
掲
大
槻
『
都
市
の
中
の
湖　

千
波
湖
と
水
戸
の
歴
史
』
四
四

～
四
九
頁
参
照
。

（
51
）　

な
お
、【
図
一
】
か
ら
は
確
認
し
難
い
が
、「
新
道
」
東
側
の
北
側
は
「
新
々
道
」

と
呼
ば
れ
る
湖
面
の
道
が
御
猟
場
区
域
の
境
界
と
な
っ
て
い
る
。

（
52
）　

前
掲
『
常
磐
公
園
攬
勝
図
誌
』
上
、
三
七
丁
。
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（
53
）　

松
平
俊
雄
編
述
『
常
磐
公
園
攬
勝
図
誌
』
下
（
北
澤
清
三
郎
、
一
八
八
五
年
）、

一
～
十
二
丁
。

（
54
）　
『
自
明
治
廿
一
年
至
同
廿
五
年　

猟
場
録　

主
猟
寮
』（
識
別
番
号1531

）。

（
55
）　

二
一
年
三
月
に
「
御
猟
場
御
設
置
以
来
逐
年
鳥
獣
繁
殖
致
シ
、
田
畑
ノ
損
害
ヲ

蒙
ル
者
不
少
、
人
民
ニ
於
テ
苦
情
有
之
」
こ
と
を
理
由
に
各
御
猟
場
へ
手
当
金
が

下
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
決
裁
文
書
へ
の
添
付
資
料
に
は
、
栃
木
・
埼

玉
・
千
葉
・
神
奈
川
県
知
事
か
ら
の
住
民
苦
情
に
つ
い
て
の
上
申
書
が
含
ま
れ
る
中
、

茨
城
県
知
事
か
ら
の
も
の
だ
け
を
欠
い
て
い
る
（『
自
明
治
十
九
年
至
同
廿
一
年　

例
規
録　

主
猟
寮
』（
識
別
番
号
：1584

））。

（
56
）　
「
水
戸
鉄
道
之
趣
旨
及
沿
革
」（「
香
川
敬
三
関
係
文
書
」【
学
習
院
大
学
文
学
部

所
蔵
】751

―20351
）。
な
お
、
本
史
料
を
最
初
に
紹
介
し
た
の
は
川
俣
正
英
「『
水

戸
鉄
道
之
趣
旨
及
沿
革
』
を
読
む
―
香
川
家
史
料
か
ら
探
る
茨
城
県
鉄
道
史
―
」

（『
茨
城
県
近
現
代
史
研
究
』五
、二
〇
二
一
年
）で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
57
）　

水
戸
鉄
道
会
社
が
計
画
し
た
水
戸
―
小
山
路
線
に
対
抗
し
、
水
戸
―
古
河
間
の

路
線
敷
設
を
内
閣
に
請
願
し
た
常
総
鉄
道
会
社
の
登
場
に
対
し
、
安
田
は
長
文
の

上
申
書
を
内
閣
に
提
出
し
て
水
戸
―
小
山
路
線
を
支
持
し
た
。『
茨
城
県
史
料　

近

代
産
業
編
Ⅱ
』（
茨
城
県
、
一
九
七
三
年
）
六
二
八
～
六
三
四
頁
。

（
58
）　

土
浦
市
松
編
『
茨
城
県
下
水
戸
市
街
改
正
略
図
』（
北
澤
清
三
郎
、
一
八
九
〇
年
）

参
照
。

（
59
）　
『
茨
城
県
史
料　

近
代
産
業
編
Ⅱ
』
六
二
三
～
六
二
八
頁
。

（
60
）　

以
上
、『
自
明
治
廿
一
年
至
同
廿
五
年　

猟
場
録
』。

（
61
）　
『
自
明
治
廿
一
年
至
同
廿
五
年　

猟
場
録
』。

（
62
）　
『
自
明
治
廿
一
年
至
同
廿
五
年　

猟
場
録
』。

（
63
）　
『
例
規
録
』
を
見
る
限
り
、
涌
谷
御
猟
場
に
は
御
猟
場
規
則
の
類
も
制
定
さ
れ
て

い
な
い

（
64
）　
『
自
明
治
廿
一
年
至
同
廿
五
年　

猟
場
録
』。
な
お
、
本
件
は
、
二
一
年
に
農
商
務

省
が
熊
本
県
内
に
限
り
鶴
猟
を
禁
止
す
る
形
で
対
応
が
図
ら
れ
た
が
、
県
側
が
そ

れ
以
前
か
ら
宮
内
省
に
将
来
的
な
御
猟
場
設
定
を
含
め
た
相
談
を
し
て
い
た
よ
う

で
、『
明
治
廿
一
年
同
廿
二
年　

例
規
録　

主
猟
寮
』（
識
別
番
号1585

）
に
熊
本

県
か
ら
農
商
務
省
へ
出
さ
れ
た
文
書
の
写
が
（
そ
の
欄
外
に
、
上
記
の
経
緯
が
あ
っ

た
た
め
心
得
と
し
て
写
が
渡
さ
れ
た
旨
が
朱
書
さ
れ
て
い
る
）、『
自
明
治
廿
一
年
至

同
廿
五
年　

猟
場
録
』
に
は
、
農
商
務
省
へ
禁
猟
解
除
を
上
申
す
る
に
先
立
ち
宮

内
省
の
見
解
を
照
会
す
る
文
書
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

（
65
）　
『
自
明
治
丗
一
年
至
同
丗
五
年　

猟
場
録　

主
猟
寮
』（
識
別
番
号1533

）。『
山

口
正
定
日
記　

自
明
治
廿
年
八
月
九
日
至
明
治
廿
一
年
十
一
月
十
八
日
』（
宮
内
庁

宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。
識
別
番
号37328

）
明
治
二
一
年
十
一
月
十
八
日
条
。

（
66
）　

池
田
さ
な
え
『
皇
室
財
産
の
政
治
史
』（
人
文
書
院
、
二
〇
一
九
年
）
参
照
。

«

付
記»

　

本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
茨
城
県
立
歴
史
館
、
学
習
院
大
学
文
学
部
、
宮
内
庁
宮

内
公
文
書
館
、
水
戸
市
立
図
書
館
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
はJSPS

科
研
費JP20K

00966

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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